
様式第３号 

令和５年度 学校経営報告書（自己評価） 

学校番号 43 学 校 名 静岡県立焼津中央高等学校 校 長 名 遠山 一郎 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

・基礎学力の確

実な定着を図

るとともに、

資質・能力の

育成を念頭に

置いた授業改

善に取り組

み、進路実現

を可能とする

学力を育成す

る。 

 

・基礎学力が定着する。 

・学習支援サービスの

有効活用により、生

徒が自身の学習状況

の振り返りと改善が

でき、教員は指導に

生かす。 

 

 

 

 

 

 

 

・思考力を見取る評価

問題を作成した教員

が 80％以上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新学習指導要領の趣

旨を踏まえた授業改

善 が で き た 教 員

100％。 

 

 

 

・学びの基礎診断、模

擬試験等の結果の共

有と分析を生かし、

年間４回の面談実施

により具体的指導が

徹底される。 

 

 

 

・小テスト合格率 80％

以上を達成した（国語） 

・「わかりやすい」と答

えた生徒 80％以上を達

成した（数学） 

・英語４技能をバラン

スよく学習させ、各種

検定の合格率は目標を

上回った（英語） 

・主要教科の模試平均

偏差値は 50を超えてお

り基礎学力は定着して

いる。 

 

・75.9％の達成率であ

った。（生徒の資質・能

力を見取る評価試験及

び課題を実施し、観点

別評価を適切に行った

と回答した教員） 

（参考）・授業における

学習評価の振り返り方

法を工夫した教員 92％ 

（教務課アンケート） 

 

・82.8％の達成率であ

った。 

（参考）・シラバスを意

識して授業や評価を行

った教員 88％ 

（教務課アンケート） 

 

・達成された。分析結

果に基づき、学習習慣

の見直しを意識させる

面談を行い、模擬試験

の偏差値の上昇や生徒

の進路意識の向上につ

ながった。 

 

 

Ｂ 

・入学時より家庭学習

時間の少なさが見ら

れ、改善は見られるも

ののまだまだ十分で

はない（１年部） 

・Classiを利用した

学習時間管理を行っ

ているが、HRごとに

差がある。（１年部） 

・来年度に向けて、上

位と下位の格差を埋

めつつ、中間層を伸ば

す取組を考えたい。

（２年部） 

・観点別評価が全学年

で行われる来年度は

達成率が上がると思

われる。 

 

 

 

 

 

 

 

・新学習指導要領に対

応する教育課程は概

ね完成した。（教務課） 

 

 

 

 

各学年とも国語、英

語、数学で模試分析を

行い、職員会議で報告

した。（進路課） 

 

 

 

 

 



様式第３号 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

・「個別最適な学び」「協

働的な学び」の実現

のためにＩＣＴを効

果的に活用している

教員 80％以上。 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴを活用した授

業や１人１台端末の

利用で、学びの質が

高まり深い学びにつ

ながったと答える生

徒 80％以上。 

・ＩＣＴ活用に積極的

に取り組んだ教員

72.4％ 

・左記を「研究した」

教員 62.1％ 

・左記を「実践できた」

教員 55.2％ 

（参考）・ALを意識した

教員 100% 

（教務課アンケート） 

 

・端末を有効に活用で

きた生徒 51.5％ 

・主体的に学ぶ姿勢が

身についた生徒 80.3％ 

・校内研修や授業見学

で、ICTや 1人 1台端

末の活用につなげる

きっかけとなったが、

今後も活用事例の紹

介や授業見学を通し

て、その有効活用を促

進していきたい。（研

修課） 

・Googleや Classi、

スタディサプリ、

ClassPad、百問繚乱

等、多くのツール・コ

ンテンツを利用する

ことで、生徒が個人端

末を活用するように

はなったが、授業への

活用は不十分であっ

た。（情報課） 

イ 

・校則及び社会

規範を遵守す

る意識を育て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・基本的生活習

慣の確立と心

身の健康管理

を図る。 

・場に応じた挨拶と対

話 が で き る 生 徒

100％。 

 

・不注意遅刻者が年間

20 人以内、交通事故

10 件以内。 

・一時不停止・並進違

反が 20件以内。 

・服装の乱れ等で再指

導を受ける生徒 0％。 

・できたと答えた生徒

は 93.9%であった。 

 

 

・不注意遅刻年間 20人 

・交通事故件数 11件。 

・イエローカードは 29

件（一時不停止 18件、

並進 11件）。 

・再指導者０人 

・制服の着こなし等が

きちんとしていると答

えた生徒 94%。 

Ｂ 

・引き続き呼びかけ

て、コミュニケーショ

ンの第一歩として習

慣づける。 

・交通委員を中心とし

た早朝街頭指導を引

き続き実施する。 

 

・高校生として良識あ

る行動がとれるよう

に継続して指導をし

ていく。 

（生徒課） 

・心臓病、貧血等の健

康診断有所見者受診

率 100%。 

・緊急時には職員がマ

ニュアルにより適切

な対応ができる。 

・受診率 91％であった。 

 

 

・年度当初に、既往症

のある生徒を周知し準

備した。 

Ａ 

・常に 100%を目指す。 

・特にエピペンおよび

熱中症対策について

のセミナーを行い、全

職員が対応できるよ

うにした。（保健課） 

・適切な助言により、

生徒との信頼関係が

深まる。 

・組織による対応が可

能となり、該当生徒

及び担任等への支援

が充実する。 

・困難を抱える生徒、

配慮・支援を要する生

徒と、のべ 30人以上面

談。特別支援委員会を

28回実施し、担任、学

年部、カウンセラー、

外部機関との連携を促

進させるなど組織的な

対応ができた。 

Ａ 

・職員会議等での職員

間の情報共有、共通理

解だけでなく、希望す

る生徒たちに「カウン

セリング入門講座」を

実施し、特別支援や教

育相談に対する正し

い認識を広めた。 

（保健課） 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ウ 

・全校生徒が生

徒会に参画

し、生徒会活

動を活性化す

る。 

・学校行事や部

活動により、

積極性・主体

性を育てる。 

・全生徒が委員会等の

活動や地域行事等に

参加し、自己有用感

が高まった生徒 80％

以上。 

・全生徒の技術や意欲

が向上し、自己肯定

感が高まった生徒

80％以上。 

・行事等に積極的に参

加している生徒 92.6%、

自己有用感が高まった

生徒が 69.3%。 

 

・部活動に積極的に参

加している生徒 76.8%、

自己肯定感が高まった

生徒 70.9％。 

 

Ａ 

・部活動では、全国や

東海大会出場（弓道、

レスリング、放送、相

撲、スキー）、多くの

部活が県大会出場を

果たした。 

・部活動や委員会への

積極的な参加を促せ

るような環境づくり

に取り組んでいく。 

・アカデミック

ハイスクール

事業による中

高大連携事業

の推進 

 

 

 

 

 

 

・探究活動の活

性化 

 

 

 

 

 

 

 

・中央セミナー

Ⅱ（グローバ

ル教育）、修学

旅行等を通じ

てグローバル

な視点と思

考、英語４技

能対応力を育

てる。 

・実験・実習に参加し

た生徒の満足度 80％

以上。 

・授業に参加した中学

生の満足度 70％以

上。 

・中学生に教えたこと

で実験・実習の成果

が生かせたと答える

生徒 80％以上。 

・探究活動を通じて自分

の課題解決力が高ま

ったと答える生徒

70％以上。 

・リアルアクションを

実行した生徒 100％ 

・探究活動を通して、

SDGsや大学の研究に

関して学び、地域や

社会の問題に関心を

高め、進路希望決定

や志望理由書の作成

に生かすことができ

る。 

・研修後の生徒アンケ

ートの満足度 90％以

上。 

・研修に参加して、英

語活用能力が向上し

たと答える生徒 80％

以上。 

 

・民間検定試験等での実

績向上 

 

 

・参加高校生のべ 118 名 

 満足した生徒 95％ 

 

・参加中学生のべ 92 名 

 満足した生徒 100％ 

 

・100％であった。 

 

 

 

・68.2％概ね達成できた 

 

 

 

・100％（1･2 年生） 

 

・３年生で特に推薦入試

を受験した生徒は、探究

活動の成果を志願理由

書に反映させることが

できた。 

 

 

 

・修学旅行での満足度は

97％以上であった。 

・ブリティッシュヒルズ

研修の満足度は 94％で

あった。 

・英語活用能力が向上し

た生徒は 84％であった。 

（英語科調査） 

・英検２級以上に 30 名

以上合格した。 

・GTEC では聞く・読む

力が向上したという結

果が得られた。 

Ａ 

・焼津、藤枝、島田の

各市教育委員会に協力

をいただき、３市の全

中学に案内を出した結

果参加中学生は増加し

た。大学生のべ 62 名が

参加し、合計 272 名が

参加する学びの場を提

供することができた。 

（スパイラル委員会） 

・総合的な探究の時間

に関しては、昨年度と

同様に、学年部の協力

の下、SDGs 探究活動に

つなげる取り組みを行

った。 

「第４回高校生が競う

Energy Pitch！（エネ

ルギー・ピッチ）」で最

優秀賞、「第 21 回 AIT

サイエンス大賞」で第

２位の優秀賞を受賞し

た。（探究） 

 

・修学旅行では平和学

習とともに留学生との

交流（ロゲイニング）

を取り入れた。（２年

部） 

 

・ブリティッシュヒル

ズ研修後に 500 文字以

上のエッセイを多数応

募し、学校奨励賞を受

賞した。（英語科） 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

エ 

・スパイラルア

ッププログラ

ムにより個々

の能力・適性

を見出し、主

体的で探究的

な姿勢を育み

ながら、生徒

一人ひとりの

進路実現を図

る。 

 

 

・教育改革、新

大学入学試験

等への対応を

深化・充実さ

せる。 

・共通テスト５教科７科

目受験者を共通テス

ト受験者の 70％以

上、かつ国公立大学受

験者を学年 70％以

上。 

・国公立大合格数 150

人以上。 

・難関大合格数（旧帝・

ブロック等）20人以

上。 

・各スパイラルアップセ

ミナー参加生徒の満

足度 80％以上 

 

・教員の教育改革、大学

入学試験等への理解

が深まり、進路指導に

生かすことができる。 

・希望者対象の各種研修

会、研究会に 10人以

上参加する。 

・５教科７科目受験者

は 83.9％であった 

 

・国公立大受験者は    

  76.7％であった。 

 

・国公立大合格者 

  180人 

・難関大合格者 

国公立 13人 

私立  44人 

 

・満足度は 80.4％であ

った 

 

 

・大学模擬授業は国公

立大学８校 18分野、私

立大学２校２分野と、

生徒の進路希望に合わ

せて行うことができ

た。その他、静岡大学

全学部説明会など大学

や企業との連携行事を

５回以上行った。参加

者はすべて 10人以上で

あった。 

 

Ａ 

・進路保護者会等で国

公立大学の魅力を発信

することができた。今

後も継続して全国の国

公立大学の魅力を発信

していきたい。 

・国公立大学の最終的

な合格者数は 180 人と

なり、後期試験や再募

集まで粘り強く親身な

指導を続けた。 

 

 

 

 

・職業や大学に関して

の情報を積極的に発信

し、生徒や保護者の進

路意識を高めることに

つながった。 

・９月の時点で進路希

望未定者の割合は３年

生 0.3%、２年生 2.1%、

１年生 15.9%であっ

た。様々な取組が、進

路意識の向上に好影響

を及ぼした。 

    （進路課） 

オ 

・読書習慣の定

着と読書量の

増加及び読書

の質の改善に

努める。 

・読書週間等の活動を通

して読書への関心を

高め、年間３冊以上読

む生徒が全体 80％以

上になる。 

 

 

・ライブラリー(図書委

員作成の生徒用広報

誌)を年 10回以上、新

刊図書案内を月 1回

発行し、貸出数が増加

する。 

・６月と 11月に実施し

読書への関心が高まっ

た生徒 57.2％（取組

みが良かった生徒は

90％）、年間３冊以上本

を読んだ生徒 51.2％ 

 

・月１回確実に発行。 

・出張図書館を設置。 

・貸出数平均は 3.2冊 

（前年比 －0.5 ﾎﾟｲﾝ） 

・リクエストされた本

を全て購入できた。 

 

・ビブリオバトルを 1

月の LHRで実施し、１．

２年生全員が参加し

た。 

 

Ｂ 

・目標には届かなかっ

たものの読書週間に

本を借りた人が昨年

の５％から 12.4％に

上昇した。読書時間確

保の観点からも継続

する意義がある。 

・出張図書館の利用者

は 1.65％と少ない

が、利用者の拡大につ

ながった。気軽に本を

手に取れる環境づく

りを継続したい。 

・第２回校内ビブリオ

バトルに５名が参加

し、上位２名が県大会

に出場、内 1名は決勝

に進出した。 

    （図書課） 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

カ 

・主権者・消費

者としての自

覚を促し、政

治や選挙・消

費に関する知

識 を 身 に つ

け、関心を持

たせる。 

 

・政治的教養が高まり、

政治や選挙への関心

が高まったと感じる

生徒が 80%以上。 

・消費者としての基本

的知識と留意事項等

が理解できる。 

 

・高まっていると回答

した生徒 50.8％ 

・ほとんどの科目の授

業において社会的事象

に対する思考・判断・

表現の機会を設けるこ

とで、主権者意識・消

費者としての知識の向

上に努めることができ

た。 

Ｂ 

・今年度は国政選挙や

地方選挙が実施され

なかったが、より選挙

への参加を意識した

社会的事象に対する

意思表明の機会を設

けたい。 

（地歴公民科） 

 

キ 

・広報活動を充

実させ、積極

的な情報発信

をするととも

に、地域から

信頼される学

校としての体

制 作 り を す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域との交流

を推進する。 

・学校ホームページの

迅速・正確な更新に

より、随時、学校の

魅力が発信できてい

る。 

・学校ホームページの

年 間 閲 覧 者 数

100,000以上。 

 

・学校説明会に参加し

た中学生の満足度

80%以上。 

 

・クラウドサービスに

よる情報提供に満足

していると答える保

護者 70％以上。 

 

・セミナー参加保護者

のアンケート満足度

80％以上。 

 

 

 

・電話、窓口対応に対す

るクレーム 0件。 

 

 

・地域との交流活動が前

年度より 30％程度増

加する。 

・年間で約 120回程度

の更新を行った。 

 

 

 

・閲覧者数は 12月まで

で約 86000であった。

年間で 100,000回達成

の見込み。 

・83％であった。 

 

 

 

・86.2％であった。 

 

 

 

 

・ＰＴＡ職業講話では

10講座11名の講師を招

聘、実施後のアンケー

トで「よかった」と回

答 99％ 

 

・０件であった。 

 

 

 

・探究活動における「リ

アルアクション」、サト

ヤマカイギとの連携に

よる「ギネスチャレン

ジ」、野球部による「野

球教室」、吹奏楽部や合

唱部のミニコンサート

など交流活動は大幅に

増加した。 

Ａ 

・ホームページの記事

の作成や更新に学年、

分掌などの行事担当

などがこれまで以上

にかかわる仕組みを

構築する必要がある。 

 

 

 

・10月の学校公開に

は 900人を超える中

学生と保護者が来校

した。説明会の内容も

工夫し、高い満足度を

得られた。（教務課） 

・新年度から情報支援

システムを Classiか

らスタディサプリに

変更するため、課題を

洗い出し、対応を検討

する。（情報課） 

・ＰＴＡ職業講話は、

受講した１年生にと

って自己の職業観を

深める機会となった。

今後も生徒が希望す

る職種を中心とした

講師をより多く招聘

したい。（総務課） 

 

・静岡ドリームプロジ

ェクトに採択され、焼

津市とコラボレーシ

ョンし、「ギネスチャ

レンジ」を実現させ、

見事認定された。 

（スパイラル委員会） 



様式第３号 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ク 

・危機管理能力

を高めるとと

もに地域の安

全と防災に貢

献する。 

 

 

 

 

 

 

 

・コンプライア

ンス遵守の意

識の確実な向

上を図る。 

 

・災害発生の際、教職

員及び生徒が速やか

に的確な減災対応を

とることができ、負

傷者を０名とする。 

 

・地域防災訓練への年

１回以上の参加率

90％以上。 

 

 

 

・不祥事の発生０件。 

・職員の交通事故 0件。 

・学校の防災訓練や避

難訓練、防災に関する

集計などにおいて、積

極的に防災委員を動か

し、意識を高く持たせ

活性化に努めた。 

・中止となった地域が

あったが、65％が年一

回以上防災訓練に参加

した。 

 

 

・不祥事の発生０件 

・職員の交通事故０件 

であった。 

Ａ 

・職員会議議題や研修

に組み込んでもらう

などして、教職員の防

災意識の向上を推進

する。 

 

・地域防災訓練が実施

され始めた。各生徒が

自身の地域における

役割を確認するよう

な取り組みを考える。 

     （総務課） 

・月１回のコンプライ

アンス研修を厳格に

行った。職員同士のグ

ループワークにより

意識向上に繋がった。 

・教職員、生徒

を支援する校

内研修等の充

実と改善を研

究、実施する。 

 

・１人１台端末やＩＣ

Ｔを活用した授業・

学習指導について研

究した教員 100％、

実践した教員 80％以

上。 

 

 

 

・授業評価アンケート

の結果を授業改善に

生かすことができた

教員 80％以上。 

 

 

 

・研究した教員 93.1％ 

 

・実践した教員 72.4％ 

 

 

 

 

 

・授業改善に取り組ん

だ教員 82.8％ 

 

Ｂ 

・校内研修や授業見学

で、ICTや 1人 1台端

末の活用につなげる

きっかけとなったが、

今後も活用事例の紹

介や授業見学を通し

て、その有効活用を促

進していきたい。 

 

・８割以上の教員が授

業改善に取り組んで

はいるが、教員同士の

授業見学の参加率等

を向上させたい 

     （研修課） 

・働き方改革に

向けて業務改

善や円滑化に

係る具体的措

置の検討と実

施。 

・業務の削減又は改善

について検討した分

掌学年 100％。 

・長期休業中の定時退

勤 80％以上。 

 

・超過勤務月 100 時間

以上の職員０％。 

・検討した分掌 100％ 

 

 

・達成された。 

 

 

・月 100時間以上の超

過勤務が１回以上あっ

た職員は 19.6％ 

Ｂ 

・業務の削減について

意識することができ

た。総務課では地区会

の廃止、ＰＴＡ総会資

料のクラウド化など

を検討した。 

・１月より完全退勤時

刻を設けた結果、業務

を終える時間を意識

する教員が増えた。 

・時間外勤務 80時間

以上の月が１月以上

あった教員の数も例

年並みであった。 



様式第３号 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ケ 

・安心・安全な

施設・設備お

よび生徒の教

育環境整備の

充実を図る。 

・教室の照度、CO2、騒

音の検査を年に２回

実施。 

・年間のゴミの排出量 

900kg以下。 

・仮設校舎で、９月と

12月に左記の３検査を

実施した。 

・12月末現在で 868kg。

仮設校舎引っ越しに伴

い、例年と異なり７・

８月に大量のゴミ処理

が発生したにもかかわ

らず、私物ゴミ持ち帰

りの徹底、教室内ゴミ

箱撤去継続により、減

量化を図ることができ

た。 

Ａ 

・仮設校舎の照度が低

いことが判明したた

め、照明器具を交換し

た。 

・ごみの分別・持ち帰

りに対する意識向上

活動を継続し、生徒保

健委員・美化委員を中

心にさらに呼びかけ

を徹底していく。 

    （保健課） 

・施設等の不具合によ

る事故０件。 

 

・０件であった 

Ｂ 

・各種設備の劣化や故

障、施工中の雨漏り、

工事車両の交通事故

等、幾つかの課題が発

生したが、予算確保や

工事執行管理の改善

に努め、安心・安全な

施設設備と教育環境

整備の充実に一定の

成果を残すことがで

きた。（事務） 

 


